情報機器操作

『ネット犯罪防止ビデオ制作』

ユカリは市内の公立高校に通う高校3年生で、2歳年下の妹サオリと両親を合わせた4人家族である。

自宅には1台のパソコンがあり、家族で共用している。

一家にパソコンが登場したのは、ユカリが中学校に入学した時だ。

ユカリは小学生の頃から学校の授業やクラブか活動でパソコンに慣れ親しんでおり、パソコンを使って絵を描いたりゲームをしたりして楽しんでいた。

中学校への入学を期に、両親からのお祝いも込められたパソコンである。

今ではインターネットを通じて、趣味の読書のために読んでみたい本について検索したり、本を購入したりとパソコンを利用している。

また、本の感想などについてもインターネット上で意見を交換したりと、ユカリにとって大好きな読書に浸ることができる充実した時間になっている。

このような毎日を送る中で、ユカリは自分の趣味について、もっとたくさんの人に知ってもらいたいという思いからホームページを作成したいと考えるようになった。

1冊の本について自分以外の多くの読者はどんな感想をもったり、どんな影響を受けているのだろう…という関心や、自分自身がまだ出会っていない素晴らしい作品についても、いろんな意見が聞けるかもしれない…という期待もあり、さまざまな思いをめぐらせていた。

ユカリはまだ自分専用のパソコンをもっていない。

自宅のパソコンは家族で共用しているものであり、ホームページを作成するためには家族の了解を得なければいけないと思った。

一家のパソコンを、父は仕事上の資料を作ったり、休日には趣味の釣りについてインターネットで検索するなどで利用し、妹のサオリはもっぱらメールのやりとりで利用し、母は自称機械オンチで、パソコンはもちろん家電製品全般において十分使いこなせていないような状況である。とりわけ家族の誰かがパソコン操作に詳しいというわけではなく、家族で決まりを作るということもしていなかった。

　　　　　　[image: image1.png]


　　　　　　[image: image2.png]



ある日の夜、普段よりも早く帰宅した父と共に家族全員で夕食を囲む機会があった。

ユカリはホームページの作成について家族に切り出してみた。

ユカリ：「あのね、みんなに相談があるんだけど…
　　　　　私、大好きな本についてホームページを作ってみたいって思ってるの。

　　　　　自分の呼んだ本について私なりの感想を載せてみたり、私以外の人からその

　　　　　本の感想を聞いてみたりしたいなぁと思って。

　　　　　うちにはパソコンが1台しかないし、一応みんなの了解をとってから始めた

　　　　　ほうがいいと思ってね。

　　　　　どうかな？」

サオリ：「なんか楽しそうだね。

　　　　　でも本の話なんて学校の友だちとかと一緒にしないの？」

ユカリ：「雑誌とかマンガの話題なら盛り上がるんだけど、小説っていうとなんか難いイメージ

　　　　　があるみたい。

お父さんはどう思う？

ホームページを開いてみてもいい？」

父：「お父さんもどうやってホームページを作るのかとか、詳しいことはよく分からないけど、興味や関心があることで自分のためになることならチャレンジしてみたらいいと思うよ。

　　　でも、きっとホームページを作るにも守らなきゃいけないルールもあるだろうし、その辺はよく勉強しないといけないよ。」

ユカリ：「そうだね。

　　　　　私のクラスにもパソコンに詳しい人がいるから、その人にもいろいろ聞いてみようと

　　　　　思うんだ。

　　　　　ああ、良かった。

　　　　　お父さんが賛成してくれて。」

母：「インターネットやらホームページやら…お母さんにはさっぱり分からない世界だけど、そんなことばかりに気をとられてないで、学校の勉強もちゃんとがんばってね。

　　　それが出来ないで成績が悪くなるようならお母さん反対しますよ。

　　　大学受験も着々と近づいてきてるんだから。」

ユカリ：「分かった。

　　　　　ちゃんと約束するよ。

　　　　　でも本当に楽しみ…いろんな小説ついても知りたいし、自分と同じ趣味をもっている

　　　　　人からいろんな声が聞けるって楽しいと思うんだ。」

サオリ：「私ももっとパソコンを活用したいなぁ。

　　　　　そういえば、この前雑誌にものすごくかわいいスニーカーが載ってたんだけど、

友だちに聞いたらなかなか手に入らない…って言ってたの。

おねえちゃん、そういう入手困難なものもインターネットなら簡単に見つけられたり

するの？

ユカリ：「クラスの友だちがインターネットショッピングにはまってるみたいで、なかなか手に

　　　　　入らないブランドのバッグとかも買ったりしてるらしいよ。

　　　　　インターネットで検索していると、正規の値段よりもずいぶん安く売りに出ててお得

　　　　　なんだ…って言ってたよ。」

サオリ：「わぁ、いいなぁ。

　　　　　私も○○のバッグ欲しいんだ。

　　　　　でもお小遣いだけじゃ簡単には手が届かないし…。」

父：「インターネットショッピングって、気をつけないと偽物を買わされることも多いみたいだよ。

　　　この前ニュースで流れてたけど、若い女の子がひっかかりやすいって。

　　　でも、女性はブランドが好きだね。

　　　会社の女の子もね、お父さんが聞いたことがないようなブランドの話で盛り上がって

　　　いるし、次のボーナスが出たら何を買おうとかそんな話ばかりしてるよ。」

母：「でも自分ががんばって働いて稼いだお金だから、本人が何に使おうとそれはその人に

　　　任されるけど、サオリはまだ高校生なんだから…。

　　　社会人になって自立してから、大好きなブランドのことを考えてちょうだいね。」

サオリ：「友だちはお父さんやお母さんにプレゼントしてもらってる人もいるのに…。」

ユカリ：「サオリ、あきらめるんだね…。」

さて…翌日。

ユカリはパソコンに詳しいクラスメイトのツトムに、ホームページの作成について尋ねてみた。

ユカリ：「ねぇ、ツトムくん。

　　　　　私ね、自分の趣味についてホームページを作ろうと思うんだけど、どうやって作れば

　　　　　いいのかとか、気をつけることとか、ツトムくんが知ってる範囲で教えてもらいたいと

　　　　　思って。

　　　　　いいかな？」

ツトム：「うん。いいよ。

　　　　　ホームページはね、今、ホームページを作るための専用ソフトがあるから、それを

　　　　　利用したらいいんじゃないかな。

　　　　　けっこう簡単に作れるみたいだよ。

　　　　　ところでどんなことをテーマにするの？」

ユカリ：「私ね、本を読むことが大好きなの。

　　　　　だから自分が読んだ本についての感想とか、その本にまつわる情報とかを載せたり

　　　　　したいなって思うの。

　　　　　あと掲示板を設置して、私と同じように読書が好きな人の感想や、本についての情報

　　　　　交換ができればいいなって。」

ツトム：「そうなんだ。

　　　　　本っていうと、著作権の問題に気をつけなきゃいけないね。」

ユカリ：「著作権ってよく耳にするけど、詳しく知らないんだよね。」

ツトム：「著作権は、作者が自分の作品を他人に勝手に使われないための権利…だね。

　　　　　裁判で著作権を侵害したって判断されたら、違反者には懲役刑とか罰金刑になる

　　　　　らしいよ。」

ユカリ：「ふーん。そうなんだ。

　　　　　その辺は詳しく調べておいたほうがいいよね。

　　　　　ツトムくん、ありがとう。

　　　　　ホームページ作成ソフトを買って、チャレンジしてみるね。」

ツトム：「うん。がんばって。

　　　　　また何かあったら相談にのるよ。」

ユカリは早速、ホームページを作成するための専用ソフトを購入し、自宅に帰ってからインターネットで著作権についても調べてみた。

文化庁のホームページで著作権についての知識を得て、ホームページ作成に取りかかった。

数日後、ユカリの念願のホームページが完成し、インターネット上で公開させることができた。

ユカリの友だちもホームページを見てくれて、ユカリが取り上げた小説について関心をもってくれた。

また、掲示板にもユカリが興味をもつ情報や読者の声が書き込まれ、ユカリにとってもホームページを開くことがとても楽しみな日課となっていた。

ホームページ開設から1週間。

その日は休日で家族そろってのんびり過ごしていたところ、ユカリが驚いたような声をあげた。

ユカリ：「なに！このメール…。」

父：「どうしたんだ？」

ユカリ：「今ね、メールをチェックしようと思って受信トレイを開いたら、こんなひどいメールが

　　　　　はいってて。

　　　　　こんな人知らないよ…。」

父：「ほんとだ。ひどい内容だな。」

そのメールにはユカリのホームページに対する批判や中傷の内容がつづられていた。

父：「でも、こんなこと気にすることはないよ。

　　　他人の価値観を受け入れることができない人が送ってくるメールなんて、まともに受け

　　　止める必要はないよ。」

ユカリ：「うん…そうだね…。

　　　　　でもショックだな。

　　　　　ひとつの意見としても、それなりに表現の仕方があると思うんだけど…。」

ユカリは大きなショックを受けたが、父の言葉を自分に言い聞かせながらホームページの更新作業に取りかかった。

ユカリは小説も好きだが、詩を読むことも好きである。

こうして気分が落ち込んだ時や、友だち付き合いでの些細な悩み事がある時は、お気に入りの詩集を読んで気持ちを落ち着かせていた。

今回のホームページの更新では、こうしたユカリの詩に対する想いや、自分で考えた詩を載せてみることにした。

ホームページ更新から数日後。

再びユカリ宛にホームページに対する非難中傷のメールが送られてきた。

『自分の詩をホームページに載せるなんて、何様だと思ってるんだ。』『どれだけ立派な詩が書けたと思ってるんだ』『こんなホームページ止めてしまえ』など、ユカリの心が深く傷つく内容が延々と羅列してあったのだ。

ユカリは怒りというよりも、精神的なショックのほうが大きく、その日は食事も喉を通らなかった。

翌日、なんとか学校に登校したユカリだが元気が出るはずもなく、すっかり肩をおとしていた。

そこへいつものユカリと様子が違うと気づいたツトムが声をかけてきた。

ツトム：「ユカリちゃん、なんだか元気がないみたいだね。

　　　　　この前までホームページのことを嬉しそうに話してたのに…。

　　　　　何かあった？」

ユカリ：「うーん…。それがね…。」

ユカリは、この数日間に送られてきたメールについてツトムに話した。

ツトム：「そんなことがあったんだ…。

　　　　　確かにユカリちゃんのお父さんが言ってることも分かるけど、そういうメールを受け

取った本人にとってはものすごくショックなことだよね。

　　　　　それより、そういうメールがくるってことは、ユカリちゃん、ホームページに自分の

　　　　　メールアドレスを載せてたっていうことかな？」

ユカリ：「そうよ。

　　　　　ホームページの責任者に連絡する必要があるときのために、マナーとして載せた

　　　　　ほうがいいって、ホームページを扱う雑誌に書いてあったから・・・。」

ツトム：「そうなんだ…。

　　　　　でも、実際に、今の世の中でインターネットを利用する人のなかには、ルールを

　　　　　守らない社会的なモラルに欠けた人がたくさんいるっていうのが現実なんだよね。」

ユカリ：「私みたいに、そういう常識のない人のために傷ついたり、迷惑をかけられている人が

　　　　　たくさんいるんだろうね…。」

ツトム：「そうだと思う。

　　　　　ホームページにメールアドレスを載せちゃうと、大量のスパムメールや嫌がらせ

　　　　　メール、あとウイルスメールも届くようになることもあるんだって。」

ユカリ：「そうなの？

　　　　　そんなに大変なことになっちゃうんだ…。

　　　　　でも、どうしてそんな被害が広がるの？」

ツトム：「ホームページの文章の中からメールアドレスだけ拾ってくるプログラムがあって、

　　　　　それを使ってたくさんのメールアドレスを集めるらしいよ。
　　　　　そしてその集められたメールアドレスが、嫌がらせメールとかスパムメールとか

　　　　　のように、相手のことを考えない自分勝手な使い方をされてしまうんだ。」

ユカリ：「なるほどね…じゃあ、どうやってそういう被害から身を守るの？」

ツトム：「それはね、メールアドレスを画像に載せたり…あとは、サーバの管理者のアドレスを

　　　　　載せるといった対策をとるらしいよ。」

ユカリ：「そうなの。

　　　　　やっぱり私、勉強不足だったなぁ。

　　　　　自分のやってみたいっていう気持ちばっかりで、インターネットの活用の仕方自体、

　　　　　ちゃんと理解してなかったと思う。

　　　　　ほんとガッカリしちゃう…。」

ツトム：「僕も含めて、みんな、インターネットは便利で手軽だっていう意識が先行して、

　　　　　頭に入れておかなきゃいけない危険性もなかなか分かろうとしないのかもね。」

その日学校から帰ったユカリはホームページを閉じることを決めた。

ユカリは、もういちどインターネットをはじめ情報化社会や情報モラルについて勉強し、家族を含めみんなで理解を深めようと考えたのだった。
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